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５

７
回
 

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿
・・ ・・
持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
とと とと
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
のの のの
巡
視

巡
視

巡
視

巡
視
(( (( 雨

水
槽
水
抜

雨
水
槽
水
抜

雨
水
槽
水
抜

雨
水
槽
水
抜
き
な
ど

き
な
ど

き
な
ど

き
な
ど
)) ))
        

    ◇
実

施
日

；
２

０
１

７
年

１
２

月
０

３
日
( 日

)  
快
晴
 

◇
参

加
者

；
平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿

平
治
宿
・・ ・・
持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
；； ；；
川

島
 

功
、

児
嶋

道
夫

、
濱

野
兼

吉
、
 

上
村

洋
司

・
和

美
、

村
吉

光
夫

、
梶

野
照

雄
。

７
名

。
 

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
；； ；；
生
熊

敏
男

、
橋

本
 

梓
、

畑
林

清
子

、
竹

中
卓

治
、
 

    
奥

村
順

夫
。

５
名

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

計
１

２
名
 

 

平
治
宿

平
治
宿

平
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宿

平
治
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・・ ・・
持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
班班 班班
 

新
宮

高
校

前
で

待
っ

て
い

る
と

川
島

さ
ん

か
ら

連
絡

が
入

り
「

何
処

に
い

る
の

か
と

の
こ

と
」

私
は

徒
歩

で
国

道
１

６
８

号
に

出
た

た
め

に
、

上
村

車

は
私

が
待

機
し

て
い

な
か

っ
た

た
め

、
迎

え
に

廻
っ

て
く

れ
た

の
だ

が
・
・
・

タ
ッ

チ
の

差
で

行
き

違
い

に
な

っ
た

ら
し

い
。
 

す
ぐ

に
上

村
車

が
戻

り
、

乗
り

合
わ

せ
新

宮
組

５
名

は
出

発
。

途
中

、
宮

井
大

橋
を

渡
っ

た
所

で
梶

野
車

が
待

機
し

て
い

て
合

流
す

る
。

一
緒

に
村

吉

さ
ん

が
待

つ
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
へ

。
 

村
吉

さ
ん

の
車

に
梶

野
、
川

島
さ

ん
が

、
上

村
さ

ん
夫

妻
の

車
に

は
児

嶋
、

濱
野

が
同

乗
し

て
出

発
。

両
車

と
も

に
四

輪
駆

動
車

。
台

風
後

の
池

鄕
林

道

の
様

子
を

聞
い

て
い

る
だ

け
に

非
常

に
心

強
い

。
 

石
ヤ

塔
を

過
ぎ

る
ま

で
は

順
調

良
く

進
む

が
、

林
道

ゲ
ー

ト
を

過
ぎ

る
と

す
ぐ

ゴ
ロ

ゴ
ロ

の
石

が
道

路
上

に
重

な
っ

て
い

て
、

車
は

ま
る

で
小

舟
に

乗

っ
て

波
に

揺
ら

れ
る

よ
う

に
揺

れ
る

。
ス

ピ
ー

ド
を

お
と

し
丁

寧
に

運
転

を

し
て

く
れ

る
が

、
パ

ン
ク

を
し

な
い

よ
う

に
と

祈
る

。
 

倒
木

枝
を

処
理

し
進

む
と

大
き

な
岩

が
道

を
塞

い
で

い
る

、
村

吉
さ

ん
は

路
肩

か
ら

前
輪

の
タ

イ
ヤ

半
分

出
し

て
通

過
す

る
。

流
石

プ
ロ

は
違

う
と

感

心
す

る
。
三

人
で

大
岩

を
山

側
に

半
回

転
さ

せ
る

が
、
や

は
り

道
幅

が
狭

く
、

す
ぐ

村
吉

車
か

ら
大

ハ
ン

マ
ー
( ８

㎏
) を

取
り

出
し

大
岩

を
砕

き
始

め
る
 

川
島

、
梶

野
、

村
吉

、
児

嶋
さ

ん
ら

が
、

交
代

で
大

岩
を

砕
き

道
幅

が
か

な
り

広
く

な
り

、
上

村
車

も
無

事
通

過
す

る
。
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
支

障
に

な
る

大
岩

を
大

ハ
ン

マ
ー

に
て

交
代

で
割

る
 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

の
林

道
が

出
て

く
る

と
「

ま
る

で
絨

毯
の

上
を

走
っ

て
い

る
よ

う
だ

」
と

車
内

が
元

気
に

な
る

。
時

間
は

か
か

っ
た

が
車

は
持

経

宿
に

到
着

。
林

道
を

歩
く

よ
り

時
間

の
短
縮

が
で

き
た

。
車

中
山

彦
に

も
ユ

ン
ボ
云
々

も
話
題

に
上

っ
た

。
 

  
 
平
治
宿
班

平
治
宿
班

平
治
宿
班

平
治
宿
班
 

私
た
ち

は
川

島
、

村
吉

さ
ん

を
残

し
平

治
宿

に
向

か
っ

て
出

発
。
 

千
年
檜

お
堂

の
花
筒

は
、
水

を
抜

き
造
花

に
差

し
替

え
る

。
梶

野
さ

ん
は

お
供

え
の
盆
菓

子
を

さ
げ

て
ザ

ッ
ク

に
納

め
る

。
 

冬
枯

れ
の
樹

間
か

ら
は

快
晴

の
光

が
差

し
込
み
温

か
く

、
ジ
ャ

ン
パ

ー
を

脱
い

で
歩

く
。
 

児
嶋

さ
ん

は
道

中
ピ

ン
ク
テ

ー
プ
目
印

を
巻

き
な

が
ら

進
む

。
そ

の
後

か

ら
梶

野
さ

ん
が
絶
妙

の
タ

イ
ミ

ン
グ

で
、
結

わ
え

た
テ

ー
プ

を
カ

ッ
タ

ー
で

切
る

。
後

を
歩

き
な

が
ら
二

人
の
コ

ン
ビ
ネ

ー
シ
ョ

ン
の

良
さ

に
感

心
す

る
。
 

上
村

夫
妻

は
奧
駈

道
に
積

も
っ

た
枯

れ
葉

を
、

熊
手

で
除
去

し
な

が
ら

進

ん
で

行
く

。
二

人
は
若

い
だ

け
に

ド
ン

ド
ン

進
む

。
私

た
ち

は
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
の
千

日
刈
峰

行
の

第
１

回
標
識

で
休
憩

し
、

こ
の
標
識

の
作
製

者
・

村
吉

さ
ん

の
器
用

さ
に
改

め
て

感
心

す
る

。
 

朴
の

木
の
斜

木
の

枝
が

道
を

塞
い

で
い

た
が

、
そ

れ
ぞ

れ
ノ
コ
ギ
リ

で
枝

を
切

っ
て

通
行

に
支
障

が
な

い
よ

う
に

処
理

す
る

。
尾
根

を
渡

る
風

は
冷

た
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か
っ

た
が

順
調

よ
く

、
１

１
時

前
に

は
平

治
宿

小
屋

に
到

着
。
 

 
 

 
 

 

千
年

檜
祠

を
出

発
！

 
 

 
中

又
尾

根
分

岐
 

 
 

 
朴

の
木

斜
木

・
枝

切
る

 

 す
ぐ
水
場

に
向

か
う

、
今

年
は

ま
だ
霜
柱

も
な

く
安

心
し

て
降

り
ら

れ
る

。

水
場

は
枯

れ
て
殆
ど

流
れ
込

ん
で

い
な

い
。
貯
水
槽

に
は
枯

れ
葉

が
溜

ま
り

、

氷
が
薄

く
張

っ
て

い
る
程
度

。
水

と
流

れ
込

ん
だ
土
砂

を
汲
み

出
す
作
業

を

終
了

す
る

。
貯
水
槽

の
壁
面

の
コ

ン
ク
リ

ー
ト

が
欠

け
て

、
修
繕

の
必
要

が

あ
り
そ

う
だ

が
春
以
降

の
仕

事
に

な
る

の
だ
ろ

う
。
今

年
は
シ

ー
ボ

ル
ト
ミ

ミ
ズ

が
全
然
貯
水
槽

に
入

っ
て

い
な

く
、
昨

年
と

の
違

い
を

感
じ

た
。
 

 
 

 
 

 

平
治

宿
に

到
着

 
 

 
 

水
の

流
れ

無
し

、
 

 
貯

水
鉄

箱
の

底
ざ

ら
え

 

小
屋

に
戻

っ
て
昼
食

。
上

村
さ

ん
か

ら
の
温

か
い
吸

い
物

。
食

後
カ

フ
ェ

「
こ
じ

ま
」

が
開
店

。
銀
杏

や
お
菓

子
の

差
し

入
れ

も
あ

り
、

ス
ト

ー
ブ

に

火
が

入
り

、
ほ

っ
こ

り
暖

か
な
休
憩

時
間

を
過
ご

す
。
 

午
後

か
ら

は
水
洗

ト
イ
レ
用

の
ド
ラ
ム
缶

の
水

を
抜

き
、

小
屋

の
軒
下

に

移
動

し
て
冬
場

の
凍
結

を
防

ぐ
。

小
屋

の
中

を
掃
除

し
、
敷

い
て

い
た
カ

ー

ペ
ッ

ト
を
外

に
出

し
埃

を
払

う
と

、
見

違
え

る
よ

う
に

き
れ

い
に

な
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 

昼
 

食
 

 
 

 
 

水
洗

用
ド

ラ
ム

缶
水

抜
き

 
 

小
屋

横
に

移
動

保
管

 

 

児
嶋

さ
ん

は
、

ス
ト

ー
ブ

の
焚

き
口

を
間

違
っ

て
上

の
炎

の
覗

き
窓

か
ら

木
を

入
れ
燃

や
し

て
い

る
・

・
・

、
焚

き
口

を
間

違
わ

な
い

よ
う
注
意
書

き

を
焚

き
口

に
添

え
る

。
梶

野
さ

ん
は
覗

き
窓

が
開

か
な

い
よ

う
に

、
ネ
ジ

を

切
っ

て
止

め
る

よ
う

に
し

た
ら
ど

う
か

と
提
案

。
下

の
焚

き
口

が
レ

ン
ガ

で

閉
ざ

さ
れ

て
い

た
の

も
原
因

ら
し

い
。
使

う
人

は
ス

ト
ー
ブ
利
用

の
心
得

も

必
要

だ
と
思

う
。
又

、
携
帯
電
話

の
充
電
器

を
設
置

し
て

い
る

が
、

２
０
円

し
か

入
っ

て
い

な
い

と
児

嶋
さ

ん
が
嘆

く
。
南
奧
駈

道
の
利
用

者
に

と
っ

て

「
水

」
「
携
帯
電
話

」
「

ス
マ
ホ

」
等

は
、
命

に
つ

な
が

る
も

の
で
あ

る
だ

け
に

、
し

っ
か

り
自
覚

・
認
識

し
て
欲

し
い

も
の

で
あ

る
。
 

充
電
式

の
掃
除

機
も
あ

れ
ば
便
利

だ
と

の
意
見

も
あ

っ
た

が
・

・
・

・
難

し
い

と
こ
ろ

で
あ

る
。
作
業

を
終

え
小
屋

前
で
平

治
宿
班

の
記
念
撮
影

を
し

、

持
経

宿
へ

と
戻

る
。
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平
治

宿
内

清
掃

 
 

 
 

 
平

治
宿

作
業

班
 

 
 

千
年

檜
祠

・
造

花
シ

キ
ミ

に
 

 持
経

宿
と
平

治
宿

の
間

は
、

四
季
折
々

風
景

が
異

な
り

、
新
緑

の
春

は
新

芽
の
黄
緑

が
素

晴
ら

し
い

。
夏

の
深
緑

も
秋

の
黄
葉

、
冬
枯

れ
の
樹

間
か

ら

釈
迦

や
五
百
羅
漢

な
ど

の
眺
望

も
素

晴
ら

し
い

。
 

こ
こ

は
ブ
ナ

、
ミ
ズ
ナ
ラ

、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ

、
ト
ガ

、
ツ
ガ

、
千

年
檜
等

の

数
百

年
を

経
た
巨
樹

の
森

を
通

過
す

る
奧
駈

道
が
続

い
て

い
る

。
こ

の
財
産

を
次

の
世

代
、

ま
た
次

の
世

代
へ

と
つ

な
げ

て
い

き
た

い
も

の
あ

る
。
 

持
経

宿
に

戻
る

と
村

吉
さ

ん
が
コ

ー
ヒ

ー
を

た
て

て
待

っ
て

い
て

く
だ

さ

っ
た

。
全

く
感
謝

、
感
謝

で
あ

る
。
 

村
吉

さ
ん

か
ら
標
識

の
苦
労
譚

を
う

か
が

っ
た

。
 

持
経

宿
の
看
板

は
ケ

ヤ
キ
材

で
固

く
彫
刻

が
大
変

で
、
そ

の
上
塗

装
用

の

塗
料

が
非

常
に

高
価

だ
と

聞
い
ビ

ッ
ク
リ

し
た

。
又

、
２

１
世
紀

の
森

の
標

識
は

、
ボ

ル
ト
止

め
跡

が
外

か
ら

は
見

え
な

い
よ

う
工

夫
し

て
作

ら
れ

て
い

る
そ

う
で
あ

る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
(
記

；
濱

野
、
写
真

；
梶

野
)
 

    

持
経
宿
班

持
経
宿
班

持
経
宿
班

持
経
宿
班
    

持
経

宿
班
(
村

吉
・

川
島
)
は

、
ト

イ
レ

の
汲
み

出
し

を
村

吉
さ

ん
が
担
当

し
て
下

さ
る

間
に

、
薪

小
屋

の
入
口
扉

の
丁
番
(
中

・
下
)
の
ビ

ス
が
抜

け
て

お
り

、
ド
ラ

イ
バ

ー
で
締

め
た

が
、
抜

け
た
穴

だ
け

に
次

回
長

い
ネ
ジ

で
締

結
し

た
い

。
そ

の
後

、
玄
関
右

前
の
薪
棚

へ
薪

を
運
搬

し
、

中
段

の
薪

が
約

半
分
使

わ
れ

て
い

て
、
傘
立

て
を
踏
み

台
に

し
て

、
上
段

の
薪

を
中
段

に
移

し
変

え
た

。
 

村
吉

さ
ん

は
、
玄
関
周

り
の
掃
除

と
右

側
雨
水
槽

の
水
抜

き
を

さ
れ

、
毛

布
を
畳
み
直

し
、
毛
布
棚

に
「
掛

け
毛
布

」
「
敷

き
毛
布

」
「
枕

」
の
保
管

標
識

を
新
規

に
貼
付

し
て
下

さ
る

。
川

島
は

、
間
伐
丸
太
端
材

の
薪
作

り
に

斧
を
捜

す
が
見

つ
か

ら
ず

、
鉄
楔

と
ハ

ン
マ

ー
で
薪
割

り
を

す
る

。
 

 
 

 

ト
イ

レ
汲

み
出

し
 

 
 

毛
布

棚
の

置
場

標
識

 
 

 
 

薪
作

り
 

 ベ
ン

チ
前

の
転
落
防
止
用

ロ
ー

プ
を
支

え
る

木
製
杭

が
、
腐
朽

で
用

を
成

さ
ず

、
次

回
に

取
替

え
る
(
３

本
)
必
要

が
あ

る
。

 

１
１

時
半

よ
り

、
川

島
持

参
の
昨
夜

の
持
帰

り
赤
飯

を
二

人
で
昼
食

。
 

昼
食

後
、
左

側
の
雨
水
槽

の
水
抜

き
を

行
い

、
午

前
中

の
作
業

を
継
続

す
る

。

行
者
堂

、
宿

内
清
掃

を
略
終

え
る
頃

に
、
平

治
宿
班

が
戻

り
、

村
吉

さ
ん

が

淹
れ

て
下

さ
っ

た
コ

ー
ヒ

ー
で

小
休
止

後
、

本
日
作
業

者
の
写
真

を
撮

り
下

山
す

る
。

池
原

ス
ポ

ー
ツ

公
園

に
無

事
戻

り
解
散

。
各

車
帰

路
に

つ
い

た
。
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平
治

宿
班

戻
る

 
 

 
 

 
下

山
前

コ
ー

ヒ
ー

で
小

休
止

 
 

本
日

の
作

業
者
 

 
 

 
 

 
 

 

西
日

を
受

け
た

持
経

宿
 

 
 

池
原

ス
ポ

ー
ツ

公
園

に
て

解
散

 

 

行
動

タ
イ
ム

 

新
宮
7
:
3
0
→
8
:
3
5
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
8
:
4
0
→
9
:
0
0
池
郷

林
道

ゲ
ー

ト
 

→
9
:
5
5
持

経
宿
1
0
:
0
5
→
1
1
:
0
0
平

治
宿
1
2
:
5
5
→
1
3
:
4
5
持

経
宿
1
4
:
2
0

→
1
5
:
1
0
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
1
5
:
2
5
→
1
6
:
4
0
新

宮
。

 
 

( 記
；

川
島
) 

行
仙
宿
班

行
仙
宿
班

行
仙
宿
班

行
仙
宿
班
 

昨
夜

の
山

彦
忘

年
会

は
、
早

く
打

上
げ

と
な

っ
た

の
で

、
寝

過
ご

す
事

も

な
く

気
温

６
℃

の
中

、
新

宮
で

橋
本
氏

、
畑

林
氏

の
２

名
が

同
乗

。
奥

村
、

竹
中

両
氏

と
合

流
の

熊
野
市
鬼
ヶ
城

入
口

ま
で

走
る

。
７

時
５

０
分

奥
村

車

に
全
員

が
乗

車
し

て
登

山
口

へ
向

う
。

 

浦
向

を
過

ぎ
て

、
去

る
２

１
号

台
風

に
よ

る
国

道
４

２
５

号
線

の
被
害
箇

所
は

、
綺
麗

に
舗

装
さ

れ
て

い
た

。
又

、
一
番

心
配

し
て

い
た

四
ノ

川
林

道

は
、
そ

れ
以

後
重

機
に

よ
っ

て
整
備

さ
れ

た
の

か
、

い
つ

も
よ

り
路
面

が
き

れ
い

に
均

さ
れ

て
い

て
、

心
配

な
く
補
給

路
登

山
口

へ
着

い
た

。
 

今
回

は
、
特

に
荷

上
げ

す
る
物

も
な

く
、
モ
ノ
レ

ー
ル

の
世
話

に
な

ら
ず

、

そ
れ
ぞ

れ
８

時
５

０
分

行
仙

宿
小
屋

へ
向

か
う

。
 

私
が
最

後
に

到
着

し
た

ら
、
皆

さ
ん

本
日
作
業

の
準
備

を
し

て
く

れ
て

い

る
。

小
屋

の
温
度

計
は

、
６
℃

を
さ

し
て

い
る

。
 

畑
林

さ
ん

は
、

行
者
堂

の
掃
除

、
華
替

え
(
花
瓶

の
水
凍
結

の
た

め
造
花

シ
キ
ミ

に
)
。

奥
村
君

に
は

、
薪
作

り
を

や
っ

て
も

ら
う

間
に

、
残

り
３

人

は
水
場

の
点
検

に
降

り
る

。
 

水
は
染
み

出
る
程
度

で
落

石
は

無
か

っ
た

が
、
上

に
張

っ
た

し
め
縄

の
一

部
が
切

れ
掛

か
っ

て
い

た
。
か

な
り
丈

夫
な
縄

と
思

っ
て

い
た

が
、
や

は
り

落
石

の
た

め
か

、
又
紐

で
く

く
り
付

け
ら

れ
て

い
た

。
シ
デ

が
全
部

無
く

な

っ
て

い
た

。
登

山
口
水
場

の
し

め
縄

も
同
じ

で
あ

っ
た

か
ら

、
シ
デ

の
取

り

付
け
方

が
悪

か
っ

た
か

も
知

れ
な

い
と
思

い
な

が
ら

小
屋

に
戻

る
。

 

宿
内
掃
除

、
ト

イ
レ
掃
除

、
ゴ
ミ
焼
却
等

も
略
片
付

い
て

い
て

、
少

し
早

め
の
昼
食

と
す

る
。

 

午
後

か
ら

は
全
員
薪
割

り
と

な
っ

た
。
資
材
(
道
具
)
倉
庫

に
あ

る
、

大
チ

ェ
ン
ソ

ー
を

出
し

て
、

始
動

し
使
用

す
る

が
途

中
で

調
子

が
悪

く
、
あ

れ
こ

れ
調
整

し
な

が
ら
続

け
る

が
、
手

に
負

え
ず
あ

き
ら

め
て
手
作
業

と
な

る
。
 

そ
の

内
に

、
我
々

よ
り

も
少

し
遅

れ
て
補
給

路
登

山
口

か
ら
登

っ
て
来

て
、

笠
捨

山
往
復

の
男
女

６
名

が
降

り
て

き
た

の
で

、
畑

林
さ

ん
と

奥
村
君

が
コ

ー
ヒ

ー
を
接

待
し

た
と

こ
ろ

、
お
礼

に
千
円

を
置

い
て

い
っ

た
の

で
、
志
納

箱
へ

入
れ

て
お

き
ま

し
た

。
 

薪
割

り
も
終

わ
り

、
片
付

け
を

し
て

１
４

時
に

行
仙

宿
小
屋

を
後

に
し

て
、

無
事

熊
野
市

に
戻

り
解
散

と
す

る
。
尚

、
不

調
の

チ
ェ

ン
ソ

ー
は

、
降
ろ

し

て
修

理
す

る
事

に
し

た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

；
生

熊
)
    


